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アピールポイント 

 将来戦闘機の概念を、３次元デジタル・モックアップによりイメージ化 

 各種シミュレーションによる評価を実施 

研究のねらい 

将来戦闘機に期待される機能・性能を想定し、技術動向等から適用可能な技術を用いた初期的な概

念設計を行い、３次元デジタル・モックアップを作成し、関連研究における目標設定に寄与する。また、将

来装備品等の研究開発においては、構想段階から運用者の知見を収集し、反映することが重要であるこ

とから、シミュレータを用いた運用者による３次元デジタル・モックアップの評価等を行い、今後の研究に反

映する。 

 

発表内容 

（１） ３次元デジタル・モックアップの概要 

   将来戦闘機の概念設計の一環として、想定した将来戦闘機の機能・性能に基づき、コンピュータ上

で簡易的な設計を行い、３次元デジタル・モックアップを作成して機体の成立性を確認した。 

（２） シミュレーションによる３次元デジタル・モックアップの評価の概要 

技術研究本部が開発した研究用対戦型フライト・シミュレータに、３次元デジタル・モックアップの搭

載アビオニクス、ステルス特性及びエンジン特性等の諸元を入力し、航空自衛隊の操縦者による模擬

空対空戦闘を実施することにより、３次元デジタル・モックアップの有効性や改善事項に関する資料を

収集することができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 3 次元デジタル・モックアップの一例  図２ 研究用対戦型フライト・シミュレータ 

                           （概念図） 
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